
23 22

高校生 ×地域活動及び
商品開発プロジェクト

りら創造芸術高等学校「りらファクトリー」

　
紀
美
野
町
の
里
山
に
あ
る
、
り
ら
創
造

芸
術
高
等
学
校
。「
り
ら
フ
ァ
ク
ト
リ
ー（
地

域
お
こ
し
部
）」
は
、
地
域
特
有
の
産
物
で

町
を
盛
り
上
げ
る
活
動
を
続
け
て
い
る
。

特
に
、
和
歌
山
の
特
用
林
産
物
の
利
活
用

に
注
目
し
、“
和
ろ
う
そ
く
”の
原
料
に
な

る
ブ
ド
ウ
ハ
ゼ
や
、
高
野
山
の
灯と
う
み
ょ
う明
油
と

し
て
重
宝
さ
れ
た
「
榧カ
ヤ

」
を
使
っ
た
商
品
の

開
発
を
行
う
。
常
緑
針
葉
樹
で
あ
る
「
榧
」

は
、
実
に
脂
肪
分
を
多
く
含
み
、
貴
重
な

生
活
資
源
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
。

　
か
つ
て
町
内
で
栽
培
し
て
い
た
ハ
ゼ
ノ
キ

の
品
種
の
一
つ
で
あ
る
ブ
ド
ウ
ハ
ゼ
は
、
栽

培
す
る
人
が
徐
々
に
減
少
し
て
い
た
が
、

2
0
1
7（
平
成
29
）年
、
枯
死
し
た
と
さ

れ
て
い
た
原
木
を
生
徒
が
地
元
住
民
の
聞

き
取
り
を
も
と
に
発
見
。
そ
の
実
か
ら
作

ら
れ
る
天
然
製
法
の
蝋ろ
う

の
希
少
価
値
を
知
っ

た
部
員
た
ち
は
、
コ
ス
メ
商
品
「
マ
ル
チ

バ
ー
ム 

キ
ノ
ミ
ノ
リ
」
を
開
発
し
、
商
品
化

し
た
。
町
内
の
栽
培
復
活
へ
の
気
運
上
昇
に

一
役
買
っ
て
い
る
。「
榧
」の
実
を
原
料
と
す

る
油
の
製
造
も
途
絶
え
て
い
た
た
め
、
榧
の

実
を
収
集
し
て
油
を
抽
出
し
、
約
1
5
0

年
ぶ
り
に
高
野
山
金
剛
峯
寺
へ
奉
納
し
た
。

　
顧
問
の
志
茂
梨
恵
教
諭
は
、「
活
動
の
方

向
性
は
大
人
が
答
え
を
用
意
せ
ず
、
生
徒

自
身
が
意
味
を
見
出
す
ま
で
待
つ
こ
と
」

と
話
す
。
自
分
た
ち
で
考
え
、
悩
み
、
地
域

の
人
と
対
話
を
重
ね
る
か
ら
こ
そ
、
熱
意

は
本
物
に
な
る
と
い
う
考
え
か
ら
だ
。
生

徒
た
ち
は
「
地
域
の
自
然
が
よ
り
好
き
に

な
り
ま
し
た
」「
山
に
は
宝
物
が
埋
ま
っ
て

い
る
と
気
づ
き
ま
し
た
」と
話
す
。
そ
の
熱

心
な
取
り
組
み
に
よ
り
、
地
元
で
榧
を
使
っ

た
商
品
販
売
を
始
め
よ
う
と
す
る
人
が
現

れ
る
な
ど
、
地
域
全
体
に
変
化
が
起
こ
っ
て

い
る
と
い
う
。「
地
域
活
動
を
高
校
生
時
代

の
思
い
出
づ
く
り
で
終
わ
ら
せ
ず
、
確
か
な

地
域
産
業
と
し
て
根
付
か
せ
て
い
き
た
い
」

（
志
茂
先
生
）。
生
徒
た
ち
の
活
動
が
き
っ

か
け
と
な
り
地
域
へ
波
及
し
、
本
物
の
産
業

再
生
へ
と
繋
が
っ
て
い
る
。

消
え
ゆ
く
「
地
域
の
宝
」
を
活
用

生
徒
の
熱
意
が
地
域
の
火
付
け
役

掛け合わせの妙を探せ！

2025（令和 7）年 9 月、高野山金剛峯寺へ
榧油の奉納式を行った。「厳かな空間で油に
火が灯ると感動しました」と部員たち。

2025（令和 7）年はブドウハゼの収集にも部員が初参加し、
地域活動の幅を広げている。

ブドウハゼの蝋と榧の精油を使用した
「マルチバーム キノミノリ」。

◀ブドウハゼの実 りら創造芸術高等学校 住所 / 海草郡紀美野町真国宮56
電話 / 073-497-9111

取材をバックアップします！

ふるさと和歌山応援寄附

和歌山県では、メディア関係の皆様に取材への積極的な協力・現地情報の
提供等を行っています。

ふるさと和歌山応援寄附を通じて和歌山県を応援してくださいませんか。
下記３種類の寄附金を受付しています。
●わかやま未来応援型（返礼品なし）＊令和 7 年度開始
●県産品応援型（返礼品あり）　●教育環境充実型（返礼品なし）
※詳しくは、ふるさと納税サイトをご覧ください。

企画・発行　和歌山県
発 行 日　2026 年 3 月 19 日
企画編集　株式会社 Crop
制　　作　danchi complex
印　　刷　東京リスマチック

「和 -nagomi-」はリサイクル適性 Aランクの材料及び
植物油を含有した印刷インキを用いて制作しています。

2026 vol.59交通アクセス ●羽田空港から
　熊野白浜リゾート空港まで約1時間10分
●和歌山市まで
　関西国際空港からバスで 約 40 分
　大阪市内中心部から車で 約 1 時間

お問い合わせ

▶和歌山県観光連盟フォトライブラリー（写真貸出）
https://www.wakayama-kanko.or.jp/business/photos/index.html
▶和歌山県 PR 動画（動画素材貸出）
https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/000200/media/
▶和 -nagomi - バックナンバー
https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/000200/nagomi/

■和歌山県広報課
　TEL：073-441-2032　FAX：073-423-9500
　e-mail : nagomi-waka@pref.wakayama.lg.jp
■和歌山県観光連盟　和歌山県東京観光センター
　東京都千代田区有楽町 2-10-1  東京交通会館 B1F
　TEL：03-3216-8000　FAX：03-3216-8002
　e-mail : tokyo@wakayama-kanko.or.jp

ふるさと納税で
元気な和歌山に！

和歌山県立近代美術館

企画展「万博のレガシー  ー解体と再生、未完の営為を考えるー」開催中

2025（令和 7 ）年、「いのち輝く未来社会のデザイン」を統一テー
マに「日本国際博覧会（大阪・関西万博）」が開催されました。

本展は、創造と解体をくりかえす万博の特異な祝祭空間につい
て２部構成で振り返ります。第１部【万博と日本　グローバリズ
ムの光と影】では、日本との関わりに重点をおき、19 世紀の初
期万博から「人類の進歩と調和」 を統一テーマに掲げた 1970
年大阪万博開催までの歴史や会場空間の変遷をたどります。

第２部【メタボリズムと共生　黒川紀章の EXPO’70 を中心に】
では、1970 年大阪万博において「メタボリズム（新陳代謝）」
という建築理念をキーワードに複数のパヴィリオン設計に関わ
り、1990 年代に当館の設計を手がけることになる建築家・黒川
紀章の仕事を、今回の万博の統一テーマにも連なるその先見性
と合わせて紹介します。

さらに、大阪・関西万博の和歌山ゾーンに出品された 《トーテ
ム》 等を特別展示しています。

会期は、2026（令和 8 ）年 5 月 6 日まで。この機会にぜひご
来館ください。

問い合わせ先

和歌山県立近代美術館
電話 / 073-436-8690

和歌山県建築士和歌山県建築士
事務所協会事務所協会 高野山こども園高野山こども園

株式会社杢美株式会社杢美

清水森林組合清水森林組合

りら創造芸術高等学校りら創造芸術高等学校雑賀崎雑賀崎

ハピネスちかつゆ 夢ハピネスちかつゆ 夢

株式会社山長商店株式会社山長商店

南紀オレンジサンライズ FC南紀オレンジサンライズ FC
Bokumoku 事務局Bokumoku 事務局

（Re-barrack interior）（Re-barrack interior）

和歌山県立和歌山県立
近代美術館近代美術館

県種苗組合県種苗組合

①大阪・関西万博に出品したアー
トワーク「トーテム」 ②第 1 部では
1970年大阪万博のポスターも展示 

❷

❶

開館時間：	9：30 ～ 17：00
	  （入場は 16：30 まで）
休 館 日：	月曜日 （5 月 4 日は開館）
	 4 月 1 日（水）〜 4 月 5 日（日）
 	  （空調改修工事のため）
入 館 料：	一般　　 600 円
	 大学生　330 円
	 ※高校生以下、65 歳以上、
	 障害者手帳をお持ちの方は無料


